
4/1〜　　　　要支援 1・2 の方の
　介護保険制度の一部が変わります！

問 介護福祉課（☎ 82・3675 ／ IP ☎ 88・9088）
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　介護保険制度の改正に伴い、市では 4月 1 日から、できる限り住み慣れた地域で安心して暮らせる
よう、従来サービスの拡充を図り、地域包括ケアシステムの構築を目指した「介護予防・日常生活支
援総合事業」（新しい総合事業）を開始します。

平成28年度までは
（～Ｈ 29 年 3 月 31 日）

〇訪問介護
　（ホームヘルプサービス）
○通所介護
　（デイサービス）

【内容】
〇訪問看護
○訪問リハビリテーション
○通所リハビリテーション
○福祉用具貸与・・　など

介護予防サービス

平成29年度からは
（Ｈ 29 年 4 月 1 日～）

　今までと同様、変更はありません。
介護予防サービス

【内容】
○訪問型サービス（ホームヘルプサービス）
・身体介護型サービス
　（今までと同様、入浴、清拭、排せつなど、身体介護を行うサービス）
・生活援助型サービス
　（洗濯、居室の掃除、一般的な調理などの生活援助のみのサービス）

〇通所型サービス（デイサービス）
・通所型サービス（１日）（今までと同様、事業所によるデイサービス）
・リハビリデイサービス（新）
　（運動機能向上訓練等に特化した半日のデイサービス）
・ミニデイサービス（新）（事業所による半日のデイサービス）

新しい総合事業

Q介護予防・日常生活支援総合事業　　　　　　　
（新しい総合事業）とは？

Aこの事業は、団塊の世代の方々が 75歳になる
2025年（平成 37年）を見据え、地域全体で高齢

者を支えるとともに、高齢者が要介護状態になること
を予防するためのものです。

Q新しい総合事業が開始されるとサービスは変わ
りますか？

A現行のサービスは、そのまま継続して利用できます。
また利用者の状況に応じた自立のためのプランに基

づき、通所型サービスでは、半日のリハビリデイサー
ビスやミニデイサービスを利用することができるよう
になります。

Q利用者負担は変わりますか？

A今までは月当たりの費用を負担していただいていま
したが、新しい総合事業では、利用回数に応じた負

担になるので、少ない負担で済む場合があります。

Qサービスを利用する場合の手続きや、要介護認
定の方のサービスは変わりますか？

A今までと変更はありません。

市
内
の
空
き
家
解
消
を
目
指
し
ま
す

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
と

　
　
　
　 

相
談
会

　
空
き
家
で
お
困
り
の
方
向
け
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
で
も
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
適
正
な
管
理
に
は
早
め
の
対
策
が
必

要
で
す
。
空
き
家
の
管
理
や
活
用
で
お
困

り
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
3
月
25
日
（
土
）　

〇
セ
ミ
ナ
ー
（
予
約
不
要
）

　
　
午
後
１
時
～
２
時

〇�

相
談
会
（
要
予
約
）

　
　
午
後
２
時
15
分
～
４
時
15
分

【
場
所
】
市
役
所
　
会
議
室

【
主
催
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
空
き
家
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
、
宇
陀
市

※
相
談
会
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
前
日

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
会
の
日
以
外
は
常
設
の
相
談
員
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
・
受
付
時
間
】

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　
　
　
　
　
　
橿
原
市
小
房
町
９
―
３
２

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
７
４
４
・
35
・
６
２
１
１
）

　
月
～
土
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課

（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

※要介護に認定されている方のサービスは、
今までと変更はありません。

【対象】
いずれも要支援 1・2 に認定されている方

現行どおり
今までと同様

「新しい総合
 事業」へ移行



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　
市
で
は
、
水
道
事
業
と
し
て
上
水

道
事
業
（
1
事
業
）
と
簡
易
水
道
事

業
（
18
事
業
）
の
2
つ
の
水
道
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す

　
水
道
事
業
に
お
い
て
、
水
道
未
普

及
地
域
の
解
消
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
施
設
の
統
合
や
、
効
率
的
な
経

営
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
方
針
を
受
け
て

平
成
21
年
度
に
「
簡
易
水
道
事
業
統

合
計
画
」
の
策
定
を
行
い
、
事
業
統

合
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
も
の
で
、
今
年
4
月
1
日
か
ら
簡

易
水
道
事
業
を
上
水
道
事
業
に
統
合

し
て
一
つ
の
水
道
事
業
と
し
て
運
営

し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
て

は
、
水
道
の
ご
利
用
に
関
す
る
手
続

き
な
ど
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
み
な
さ
ん
に
「
安
心
・
安
全
な

水
の
安
定
し
た
供
給
」
を
目
的
と
し

て
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
水
道
事
業
に
対
し
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

用途
区分

メーター
口径

基 本 料 金
（1 カ月につき）

従量料金（1㎥につき）

一般

13 ミリ 8㎥まで　　1,420 円 　 9㎥～　20㎥まで    1㎥につき　170 円
  21㎥～　50㎥まで    1㎥につき　210 円
  51㎥～ 100㎥まで 　1㎥につき　260 円
101㎥～ 500㎥まで 　 1㎥につき　320 円
501㎥以上　　　 　　 1㎥につき　380 円

20 ミリ 8㎥まで　　2,150 円

25 ミリ 8㎥まで　　3,400 円

30 ミリ 基本水量なし    5,950 円  1㎥～　20㎥まで    1㎥につき　170 円
  21㎥～　50㎥まで    1㎥につき　210 円
  51㎥～ 100㎥まで 　1㎥につき　260 円
101㎥～ 500㎥まで 　 1㎥につき　320 円
501㎥以上　　　 　　 1㎥につき　380 円

40 ミリ 基本水量なし  11,900 円
50 ミリ 基本水量なし  19,500 円
75 ミリ 基本水量なし  30,200 円

臨時 メーター口径に基づく額   1㎥につき　400 円

■平成 29年 4月 1日以降の水道料金（消費税抜き）

現在の水道事業

宇陀市簡易水道事業　18事業

宇陀市上水道事業　　1事業

４月１日以降の水道事業

宇陀市上水道事業　　1事業

■簡易水道地域の料金改定
　について
平成27年から段階的に実施し
ている簡易水道地域の料金改定
については、平成29年4月利
用分（5月分料金）の改定をもっ
て市内水道料金は統一されます。
（※上水道地域は変わりません）
【対象地域】大宇陀・菟田野・室
生地域の全域と榛原檜牧乙地域

広報 うだ　2017年3月号9

※給水区域の人口が 5,001 人以上の場合は上水道事業、給水区域の
人口が 5,000 人以下の場合は簡易水道事業となります。

健
全
な
運
営
を
目
指
し
て

宇
陀
市
上
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
事
業
を
統
合
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
水
道
局
総
務
課
（
☎
82
・
２
１
８
５
／
IP
☎
88
・
９
０
６
７
）

宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
の

   

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

　
問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
4
）

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
自

由
な
発
想
、斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、

ま
ち
が
元
気
に
な
り
多
く
の
方
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
行

う
市
民
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
を
支
援
す
る
た
め

に
、
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援

補
助
金
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
29
年
度
事
業
に
応
募
い
た
だ
い
た

事
業
に
つ
い
て
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様

子
は
傍
聴
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
同
様
、
今
年
も
約
10
組
の
団

体
が
応
募
す
る
見
込
み
で
、
地
域
に

根
差
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
産
物

の
活
用
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

様
々
な
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

宇
陀
市
　
ま
ち
づ
く
り
応
援

【
日
時
】
3
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時

～
11
時
45
分

【
場
所
】
市
役
所
　
会
議
室

【
内
容
】
応
募
さ
れ
た
団
体
が
事
業
の

内
容
を
説
明
し
た
あ
と
、
審
査
委

員
と
の
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
】
申
し
込
み
不
要

　
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
有
り
（
事
前
申
し

込
み
必
要
）

昨年の様子はホームページでもご覧いただけます



宇
陀
市
の
宝
を
伝
承
！

　県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
!

問
文
化
財
課
（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

■
飯い
ぶ
り
や
く
し

降
薬
師
の
磨ま
が
い
ぶ
つ

崖
仏

　
　
　
　
　―
室
生
向
渕

　（史
跡
）

　
磨
崖
仏
は
、
岩
面
の
中
央
部
を
幅

約
3.7
ｍ
、
高
さ
約
4.5
ｍ
に
わ
た
っ
て

平
ら
に
し
、
そ
こ
に
複
数
の
仏
像
を

高
肉
彫
り
し
た
も
の
で
す
。

　
全
体
と
し
て
摩
滅
や
剥
落
の
た

め
、
像
の
詳
細
が
判
り
に
く
く
な
っ

て
い
る
も
の
の
、中
央
区
に
倚
坐（
い

ざ
・
腰
を
掛
け
、脚
を
下
ろ
し
て
座
っ

た
姿
勢
）
す
る
二
仏
の
う
ち
東
の
如

来
（
に
ょ
ら
い
）
像
の
下
腹
部
、
西

の
如
来
像
の
腹
部
、東
の
菩
薩
の
肩
、

東
端
に
立
つ
眷
属
（
け
ん
ぞ
く
・
神

将
形
）
の
面
相
部
な
ど
が
良
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
磨
崖
仏
は
、
こ
れ
ま
で
、
奈

良
時
代
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
最
近
の
調
査
で
、
飛

鳥
時
代
後
半
（
白
鳳
期
）
に
遡
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
県
内

で
は
、類
似
す
る
磨
崖
仏
と
し
て
は
、

奈
良
市
所
在
の
滝
寺
の
磨
崖
仏
（
県

史
跡
）、
さ
ら
に
石
仏
と
し
て
は
、

桜
井
市
忍
阪
の
石
造
浮
彫
伝
薬
師
三

尊
像
（
重
要
文
化
財
）
が
あ
り
ま
す

が
、
全
国
的
に
見
て
も
奈
良
時
代
以

前
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
石
仏
は
多
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
飯
降
薬
師
の
磨
崖
仏
は
、
日
本
に

お
け
る
磨
崖
仏
の
展
開
を
知
る
上
で

重
要
な
位
置
を
占
め
、
貴
重
な
事
例

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■
片
岡
家
文
書
―
大
宇
陀
田
原

　
　（有
形
文
化
財
・
古
文
書
）

　
片
岡
家
の
歴
代
の
当
主
は
、
江
戸

時
代
に
は
庄
屋
や
大
庄
屋
、
明
治
時

代
以
降
に
は
戸
長
（
こ
ち
ょ
う
）
や

村
長
を
は
じ
め
様
々
な
役
職
を
務

め
、
居
宅
（
片
岡
家
住
宅
）
は
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
片
岡
家
文
書
と
は
、
当
家
に
伝
わ

る
室
町
時
代
か
ら
昭
和
の
文
書
群

で
、
そ
の
数
は
、
約
１
万
３
千
点
に

も
及
び
ま
す
。
江
戸
時
代
の
文
書
が

最
も
多
く
、
奈
良
奉
行
所
・
京
都
奉

行
所
か
ら
の
お
触
書
、「
春
日
若
宮

お
ん
祭
り
」の
負
担
に
関
す
る
文
書
、

「
大
塩
平
八
郎
の
乱
」
や
「
天
誅
組

の
変
」、「
廃
藩
置
県
」
な
ど
に
関
す

２
月
に
「
飯
降
薬
師
の
磨
崖
仏
」
と
「
片
岡
家
文
書
」
の
２
件

が
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
市
内
の
県

指
定
文
化
財
は
、
42
件
と
な
り
ま
す
。

県
指
定
文
化
財 

指
定
記
念
展
示

片
岡
家
文
書
か
ら
見
た
地
域
の
寺
社

　
市
で
は
、
歴
史
遺
産
伝
承
の
一
環

と
し
て
、
片
岡
家
文
書
調
査
委
員
会

を
設
置
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
部

分
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

文
書
群
の
全
容
が
把
握
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
質
・
量
と
も
に
優
れ
た
県

飯降薬師の磨崖仏の一部（飛鳥時代）

片岡家文書　御触書帳
（文化7年・1810）

岩壁に彫られた磨崖仏で覆堂が建てられている

内
屈
指
の
文
書
群
で
、
高
い
価
値
を

有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
が
奈
良
県
指
定
文

化
財
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
、
展

示
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
会

片
岡
家
文
書
か
ら
見
た
地
域
の
寺
社

【
日
時
】
3
月
15
日
（
水
）
～
４
月

30
日
（
日
）　
火
曜
・
祝
日
休
館

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】
文
化
会
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

■
歴
史
文
化
講
演
会

【
日
時
】
３
月
26
日
（
日
）
午
後
2

時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
文
化
会
館
　
研
修
室

【
演
題
】
中
世
末
～
近
世
初
期
の
地

域
社
会
と
寺
院

【
講
師
】
元
天
理
大
学
文
学
部
教
授

　
吉
井
敏
幸
先
生

【
定
員
】
70
名

以
前
、
う
だ
チ
ャ
ン
11
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」

【「
古
代
の
石
仏
・
石
塔
を
訪
ね
る
」
に
同
行
し

て
】
の
番
組
で
紹
介
し
ま
し
た
。

「
メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
う
だ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

る
文
書
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

先
々
代
お
よ
び
先
代
当
主
の
日
記
な

ど
に
は
、
当
時
の
世
の
中
の
動
き
が

克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
質
、
量
と
も
に
優
れ
た
県
内
屈
指

の
村
方
文
書（
む
ら
か
た
も
ん
じ
ょ
・

村
で
作
成
さ
れ
た
文
書
類
）と
し
て
、

高
い
価
値
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、「
広
報
う
だ
平
成
27
年
3
月
号
」

の
特
集
で
紹
介
し
ま
し
た
。

「
広
報
う
だ
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

広
報
う
だ
　
２
０
１
５
年
３
月
号

メ
デ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
　
古
代
の
石
仏

田原村絵図（明治５年・1872）
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今
年
度
、
奈
良
県
の
「
防
災
教
育

を
中
心
と
し
た
実
践
的
安
全
教
育
総

合
支
援
事
業
」
の
モ
デ
ル
校
指
定
を

受
け
た
榛
原
小
・
榛
原
西
小
・
榛
原

東
小
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　　
モ
デ
ル
校
指
定
を
受
け
た
同
校
に

は「
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
」

が
設
置
さ
れ
、
今
回
は
主
に
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
避
難
訓
練
と

県
防
災
会
と
県
地
方
気
象
台
か
ら
派

遣
さ
れ
た
学
校
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
緊
急
地
震
速
報
受
信
シ
ス
テ
ム
」

は
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
遠

く
で
地
震
が
発
生
し
た
時
に
何
秒
か

後
に
地
震
が
来
る
こ
と
を
警
報
音
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
、
携
帯
電
話
な
ど
で
も

何
度
か
経
験
が
あ
る
と
お
り
、
学
校

に
設
置
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
も
実
際

に
地
震
が
起
き
る
と
、
特
殊
な
音
が

校
内
や
運
動
場
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

流
れ
、
校
内
の
児
童
や
周
辺
に
も
地

震
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
で
は
、
実
際
に

シ
ス
テ
ム
の
警
報
音
を
流
し
、
そ
の

音
と
地
震
が
来
る
こ
と
の
意
味
を
覚

え
、
そ
こ
で
「
ま
ず
自
分
が
何
を
す

べ
き
か
」、
そ
し
て
「
次
に
何
を
す

べ
き
か
」、「
ど
の
よ
う
に
身
の
安
全

を
守
る
の
か
」
を
体
験
の
中
で
学
び

ま
し
た
。

　
今
後
、
学
校
と
し
て
も
今
回
の
経

験
を
通
じ
、
学
校
が
取
り
組
む
避
難

訓
練
や
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
、

防
災
計
画
な
ど
の
見
直
し
や
改
善
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り

　小
学
校
で
実
践
的
防
災
訓
練
を
実
施
！

問
教
育
総
務
課
（
☎
82
・
３
９
７
３
／
IP
☎
88
・
９
２
５
９
）

➊

➍

➌

➋

➊ 今回設置されたシステムは、基本的に携帯
電話などの緊急地震速報と同じ仕組み。

➋ 警報音が聞こえると、落ち着いて落下物か
ら身を護る行動を！

➌ 揺れが収まれば、座布団や服などで頭をか
ばいながら、他人と押し合わないよう整列
して避難！

➍ 隠れる場所がない時は、両手で頭を覆い、
手足をひっこめたダンゴムシの姿勢を！
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こ
の
協
定
に
よ
り
、
食
や
農
を
中

心
と
す
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

起
業
家
を
全
国
か
ら
公
募
・
採
用
・

育
成
し
、
起
業
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
養

蜂
」「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ベ
ビ
ー
フ
ー

ド
」「
ハ
ー
バ
ル
ビ
ー
ル
」「
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
な
ど
を
テ
ー
マ
と

し
、
こ
れ
ま
で
起
業
家
の
募
集
に
向

け
て
、
東
京
・
大
阪
の
都
市
圏
で
5

回
に
わ
た
る
説
明
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
や
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
、
行
政
職
員
な
ど
関
係

者
が
一
堂
に
集
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
説
明
し
、
よ
り
詳
し
く
ビ

ジ
ョ
ン
や
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
ま

た
具
体
的
な
条
件
や
進
め
方
な
ど
の

実
務
的
な
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、

多
く
の
都
市
部
の
方
々
が
興
味
を
示

し
、
２
月
１
日
現
在
で
約
40
名
の
応

募
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

随
時
面
接
を
開
催
し
て
お
り
、
２
月

中
に
起
業
家
と
し
て
活
動
い
た
だ
く

方
々
を
決
定
し
、
４
月
以
降
か
ら
、

実
際
に
地
域
に
移
住
・
定
住
し
、
起

業
家
と
し
て
の
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
に
向
け
て
、
ま
た
、
農
業
と
ビ

ジ
ネ
ス
、
地
域
づ
く
り
の
新
し
い
モ

デ
ル
事
業
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
相
互
連
携
し
て
積
極
的
に
事
業

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
も
、
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

奈
良
県
×
宇
陀
市
×
ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）

大
和
高
原
の
魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

昨年 12 月、この３者による「大和高
原の魅力ある仕事づくり」に向けた
連携協定を締結

宇
陀 

魅
力
あ
る
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス



平
成
の
薬
草
の
ま
ち
を
目
指
し
て

 
大
和
当
帰
（
ヤ
マ
ト
ト
ウ
キ
）
栽
培
を
推
進
し
て
い
ま
す

問
産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

大和当帰・・セリ科の多年草で、根は冷え性や血行
障害の改善、強壮、鎮痛剤などの漢方「当帰」とし
て処方され、主に婦人科系疾患に効果があるといわ
れています。
　近年、葉は食材としての使用が認められたことも
あり、現在、様々な活用方法が注目されています。

大和当帰苗の予約を受付します
　昨年に引き続き、苗の配布を予定しています。
栽培に興味のある方は宇陀市薬草協議会へご連
絡ください。
　栽培方法などについては、資料とともに説明
させていただきます。

【対象】市内で栽培される方
※多数希望があった場合は、
　数量を限定する場合があります。

【配布価格】１本 10円

問 宇陀市薬草協議会（産業企画課内）
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市
長
日
記

▼
平
成
29
年
度
予
算
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
概
ね
予
定
し
て
い
る
事
業

を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
地
域
の
要
望
全
て
に

応
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
特

に
新
設
す
る
道
路
な
ど
は
、
関
係
省

庁
に
要
望
し
て
も
20
％
程
度
し
か
予

算
の
確
保
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
予
算
要
望
す
る
際
に
は
、
ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
の
か
？
ま

た
、
地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
る
の

か
？
が
問
わ
れ
ま
す
。
事
業
に
対
す

る
考
え
方
も
、
色
々
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
宇
陀
市
の
将
来
を
良
く

す
る
と
の
思
い
で
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
長
会
長
と
し
て
、
奈
良
県
農
政

推
進
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。
奈
良

県
農
業
を
考
え
た
時
、
富
有
柿
、
ア

ス
カ
ル
ビ
ー
な
ど
は
ブ
ラ
ン
ド
化
さ

れ
収
益
力
が
あ
り
ま
す
が
、
圃
場
の

規
模
、
気
候
風
土
、
歴
史
的
な
土
地

に
対
す
る
想
い
な
ど
が
あ
り
、
品
目

に
よ
っ
て
は
収
益
に
は
ま
だ
ま
だ
届

か
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
市
場
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く

中
で
、
価
格
競
争
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
農
産
物
に
ど
の
よ
う
な
高

付
加
価
値
を
付
け
る
の
か
、
ま
た
、

農
業
を
も
っ
と
多
角
化
し
て
、
観
光
、

福
祉
、
教
育
の
分
野
に
も
展
開
す
る

べ
き
で
あ
る
と
意
見
し
て
い
ま
す
。

▼
政
治
・
経
済
・
人
口
な
ど
が
、
東

京
圏
に
集
中
し
、
地
域
で
世
代
交
代

が
進
む
中
、
生
活
様
式
や
考
え
方
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
こ
そ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
家

庭
を
、
地
域
を
守
り
、
育
て
る
思
い

を
持
ち
、
共
に
生
き
る
事
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

▼
市
で
は
、
雇
用
創
出
に
努
め
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も

大
き
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の
向
上
に

も
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
が

元
気
で
働
く
、
地
域
活
動
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
元
気
が
で
る
の
で
は
、

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
、
何
ら
か

の
行
動
を
し
な
く
て
は
、
夢
は
広
が

り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の
為
に
も
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
宇
陀
市
の
よ
う
な
自
然
豊
か
な
、

悠
久
の
歴
史
の
中
で
、
生
活
し
て
い

る
事
が
、
素
晴
ら
し
い
と
言
え
る
時

が
き
っ
と
来
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
「
高
原
の
文
化
都

市
、
四
季
の
風
薫
る
宇
陀
市
」
を
み

ん
な
で
創
り
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

1 月、市長会長として TV番
組に出演。地方創生の意義や
試みについてお話しました。

地
域
に
誇
り
と
夢
を
も
っ
て

　
現
在
、
市
で
は
宇
陀
市
薬
草
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
大
和
当
帰
の
栽

培
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
１
月
中
旬
に
は
、
市
内
各
地
で
収

穫
さ
れ
た
大
和
当
帰
の
根
を
集
積
し
、

大
き
さ
に
応
じ
て
買
取
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
と
な
る
こ
の
取
り
組
み
で

す
が
、
今
年
は
昨
年
の
３
倍
と
な
る

約
３
ｔ
の
根
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

中
に
は
１
本
１
㎏
を
超
え
る
大
型
の

も
の
も
多
く
、
出
荷
者
同
士
で
意
見

の
交
換
し
、
栽
培
の
コ
ツ
や
苦
労
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
集
め
ら
れ
た
当
帰
の
根
は

薬
草
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
２

か
月
ほ
ど
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
湯
も
み

作
業
を
行
い
、
再
度
乾
燥
さ
せ
た
後
、

生
薬
問
屋
な
ど
に
販
売
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
大
和
当
帰
を
は

じ
め
、
今
後
、
市
内
の
特
産
品
と
し

て
薬
草
を
活
用
し
た
6
次
産
業
化
を

目
指
し
、
市
民
の
健
康
維
持
や
生
産

者
の
所
得
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

栽培して 2年目です。
香りが苦手という方も
いますが、私は以前か
ら香草が好きなので全
然平気です。当帰は葉っ
ぱにも薬効があるので、
どう利用しようかと
日々考えることを楽し
んでます。お茶やサラ
ダにも使えますよ！

昨年の経験も踏まえ、
1kg を超える大きいのが
たくさんできましたよ！
仲間とも、当帰の植生や
効率の良い栽培方法など
の情報交換をしていま
す。
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印
傳
（
い
ん
で
ん
）
と
は
、
な

め
し
た
鹿
皮
に
染
色
や
文
様

を
施
す
工
芸
技
術
の
こ
と
で
、
奈

良
時
代
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
職
を
始
め
た
の
は
約
40

年
前
。
前
職
で
培
っ
た
化
学
の
知

識
と
地
場
産
業
で
あ
る
毛
皮
革
を

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

独
学
で
始
め
、
日
夜
研
究
に
明

け
暮
れ
る
中
、
煙
で
い
ぶ
し

て
染
色
す
る
「
ふ
す
べ
技
法
」
を

習
得
で
き
ま
し
た
。
後
日
、
そ
れ

が
奈
良
時
代
の
古
来
の
技
術
だ
っ

た
こ
と
を
知
り
、
驚
き
ま
し
た
。

　
こ
の
技
法
は
、
製
造
過
程
で
煙

に
通
す
こ
と
で
防
虫
や
撥
水
効
果

が
出
て
、
素
材
自
体
の
耐
久
性
が

高
ま
る
と
い
う
、
本
来
、
武
具
の

装
備
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
印
傳
工

芸
品
の
使
用
方
法
の
理
に
叶
っ
た

も
の
な
の
で
す
。

こ
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
か
ら

様
々
な
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
菟
田
野
に
は
「
天
国
の
井
戸
」

の
伝
承
が
あ
る
と
お
り
、
古
く
か

ら
、
刀
鍛
冶
と
と
も
に
武
具
の
職

人
が
多
く
い
た
よ
う
で
す
。
地
域

に
は
古
墳
群
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら

多
く
の
刀
の
出
土
が
あ
る
よ
う
に
、

記
紀
万
葉
の
時
代
の
豪
族
が
実
在

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　

　
ま
た
、
こ
こ
に
は
材
料
と
な
る

鹿
皮
が
容
易
に
採
れ
た
こ
と
か
ら
、

古
く
か
ら
こ
の
地
に
は
印
傳
の
技

術
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
こ
の
仕
事
の
ル
ー
ツ
を

辿
っ
て
行
く
中
で
、
改
め
て

地
域
の
歴
史
や
重
要
性
を
学
び
、

誇
り
と
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
厚
生
労
働
省
「
現

代
の
名
工
」
に
選
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
古
の
技
術
の
再
現
が
目

標
。
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

―
印
傳
（
い
ん
で
ん
）
―

（
印
字
し
て
伝
え
る
技
術
。
そ
の
発
祥
地
と

　思
わ
れ
る
菟
田
野
を
大
切
に
し
た
い
）

現
代
の
名
工 

印
傳
製
造
工
　南
浦 

太
市
郎
さ
ん

（
菟
田
野
古
市
場
）

広
報
う
だ
7
月
号
　

　奈
良
県
代
表
作
品
と
し
て

　
　
　
　
　全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
‼

問
秘
書
広
報
情
報
課
（
☎
82
・
３
９
１
2
／
IP
☎
88
・
９
０
８
３
）

　
広
報
う
だ
7
月
号
「
特
集
：
廣
瀬
さ

ん
宅
の
防
災
訓
練
」
が
平
成
29
年
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
奈
良
県
代
表
作
品

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
！

県
広
報
協
会
に
よ
る
作
品
審
査
で
は
、

「
大
地
震
か
ら
市
民
の
命
を
守
る
の
は
、

行
政
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
。

　
防
災
意
識
を
ど
う
広
め
、
防
災
・
減

災
に
ど
う
備
え
る
か
。
今
回
の
「
家
庭

で
の
備
え
」
に
関
す
る
特
集
は
、
非
常

に
親
し
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　
自
分
の
家
庭
に
置
き
換
え
て
読
め
る

構
成
で
、
担
当
者
の
い
い
ア
イ
デ
ア
。

グ
ラ
ッ
と
来
た
ら
身
を
守
り
、
そ
の
後

ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
写
真
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
て
わ
か
り
や
す
い
。
火
事
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ブ
レ
イ
カ
ー
を
切
る

な
ど
の
細
部
も
お
さ
え
、
充
実
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
市
民
目
線
の
ひ
と
味

違
う
特
集
が
広
報
紙
の
魅
力
を
高
め

る
。」

と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

正倉院所蔵の鞍のデザイン
をふすべ技法で再現した鞄

　
ま
た
、
映
像
の
部
で
は
昨
年
放
送
し

た
宇
陀
市
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
特
別
番
組

「
が
ん
検
診
を
受
け
よ
う
！
」
を
出
展
。

　
残
念
な
が
ら
入
選
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

「
市
民
と
行
政
の
有
志
で
作
る
「
が
ん
・

け
ん
し
ん
す
す
め
隊
」
に
よ
る
「
が
ん

検
診
受
け
よ
う
！
」
と
い
う
告
知
番
組
。

　
あ
え
て
、
健
診
を
受
け
に
き
た
市
民

を
た
く
さ
ん
登
場
さ
せ
、
多
く
の
市
民

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
点

は
高
く
評
価
し
た
い
。
市
民
に
よ
る
寸

劇
を
入
れ
る
な
ど
、
親
し
み
や
す
い
映

像
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
感
じ
た
。」

と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「広報うだ」や「うだチャン 11」
など、宇陀市の情報発信は、みな
さんのご参加で成り立っています。
これからも、応援よろしくお願い
します！

▲特別番組「がん検診を受けよう」Ｈ 28.8 月放送

▲広報うだ 7月号

全国コン
クール「

広報紙の
部」への

選出は、
合併前も

含めて初
の快挙！
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